
産地とな9得たの中も 東京市場に近い亀 気候条件によ9晶質が藩いく酸味が多く皮が厚い )点を

避妊利用して貯溌 ミカy中心にする亀 農協の指導で共同選果場の建設象ど市場対繁に棟壌的であ

る事ete あげられるカi･不利恵自然条件を克親しようとする前向きな姿勢が見られる｡

農家構造の実薄紅苅野部落を選んで調査 した釣 水田農業と碍橘盛業の相違点が都市化の影響を

受けた地域 でどのように影響するかをもゥと深 く研究したかクたが勉強不足と知練不足から充分考

察できなかゥえの比残念である｡

′

六 日町盆地の地形 と土地利用

一 四 扇 状 地 の 比 救 -

論文の構成は次のととくである｡

第1肇萌査鞄壌白点地軸 職悦

革2肇 扇状 地 の地形
/

S1. 四房状地の地形及び水文

§2･地形舟勅

§五 地形的構造に関する考察

第3肇 土 地 利 用

§1･ 人文地理的概説

§2･･土地利用の変遷

§5･土地利用の現況

§4･農業水利及び農地開発

§5･ 四扇状地における土地利用の差異狩関する考察

§ム 四扇底地における農業経営欝4奪土地利用から兎た六日町金地の袖繊性とモ¢要因

林 原 陽 子 ｣

調査地域妊新藤県と群馬県との県境近 く,東を越後山晩 商を魚潟丘陵に挟まれた地向斜谷でb･

9,､盆地の中央を谷川岳妊酌 発した魚野川が牝流L,魚群丘陵を横谷でうがゥて膚猿Jl舵合挽し

ている｡東西山地からの支沈は盆地床に多数の扇状地を形成した杓 それら紘背後の山地の地形を

反映しち 西側の凍曲畠下のものは急傾斜で面硬性狭いが塵形のものが多 く,東側のものは緩傾斜
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＼

で面横 も大きく屈曲･･Lた山洗練め為に偏形と夜 .,ている｡このうち大 きい扇状地4つ (水無川･三

園川.豊川.･正之又川)を取9上げて此故を行った｡

地形分類は比高など

の形態的舟弗と表層物

質の差を合わせ て 行

ゥた｡噂に第 Ⅰ面は苗

場山越源と思われる黒
∴i･.

色火山択牡 あ?ゥit･･･:,Z･i

いる面であるカ与この

面の分布状況から盆地

の地形的構造を考察L,

断層を想定した｡

土地利用状況を見る

と現在比水無川f8m

を除いてはほとんどが

水田化されているが,

その変遷を見ると扇状

地毎にかをDの差があ

る｡.登川fanの全部

と三国)ltfanの扇央

以外の部分は早 くから

開田されていたのであ

るカ～ その他では大部

分が戦前まで桑園とし

ての開発が行われただ

けであった｡水無川

fanに至っては黄地

のままの部分も多かっ

た｡戦後国営開拓が行

われ,水無川上流に貌
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首工が建設盲れて一部の開田 も行われたカも まだ大部分は畑地のままT,今後魚野川の水を揚水し

て開田亨れる予定である｡正之又)Ilf&n紘魚野川の水を.上流で揚水する国営幹療水路が造 られて

初めて全面が開田された｡

このように土地利用の変適は各扇状地番に異やているのである恥 その原因を開発の歴史と自然

条件から考察した.その鮮果早 くから開田苔れたと.ころ妊近世の新田開発によるものであ9,その

第 1の条件としてQi,傾斜よPもむしろ水量が鼻音であることが必賓であゥ牢と思われる｡扇面に

対して水量の少患い庄之又川や水無)日fan では,戦後国軍とV}う大規模な凝着と技術によって初

めて水田としての開発が行われ得たのである｡

しかし,各扇状地とも水田へと指向 している点で妊共通している｡それ鴨 ここが日本 でも有数

の豪雪地帯であって冬期の土地利用が不可能夜*,地形的には扇状地とりゥても,扇状地特有の農

業上の不利な条件が少ない亀 水量は各扇状地で差はあるものの,豪雪地帯である為絶対水量は多

い卑 市癌 ･L労働か 収入の点などで水稲よD有利を作物は考えられ夜い草をどによ-る.結局 様

々表地奴的条件から,･日本兵菓全体から見るとむしろ逆行しているとも嘗える永田単作に依存し,

今後 もこの傾向か続いていくと思われる｡

(P88よIJやづく)

牛後は附近の地形牢を追跡L, 又家の背後に防風林の並ぶ塵然とした計画的新田集落を見 高林I

と言 う集落の機能を調査した｡

7日は雨の中を扇端部の地形面の対比を行なった｡扇端部鳴 音からの水田地帯であるカi 泉が

ぁb水が豊富でポンプ小屋 もない｡又乳牛の飼育 も行なもれている｡ ここでは永田酪鹿として田植

も 収種期に於ける労働の牧舎や飼料の問題があると思われる0

8日は再び大田原附近の地形面の追跡を行なへ 午前に解散 した｡

今回の巡検では,地形面の追跡と農家の聞き込み調査の練習を行なゥたが,短い期間であ･ふたが

土坊と水との閑取 水取得の難易 水田作及び畑作と前島との関係その他によって那須盆地はかな

b明瞭に鼻艶地域区分がで奉るのではないかと推測盲れた｡ (4単年 橋 本)
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